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【目的】 

 

標準化された形式で診療情報を蓄積・共有する SS-MIX2(Standardized Structured Medical Information eX

change version.2)のストレージには、 HL7(Health Level Seven)形式や XML形式からなるファイルが配置されて

いる。 SS-MIX2ストレージでは、診療情報がフォルダー構造の膨大なファイルから構成されており、 SS-MIX2ス

トレージの中から必要な情報を簡単に抽出・検索することは容易でない。そこで、本稿では、 SS-MIX2スト

レージに蓄積されている膨大なファイルの中から、容易に診療情報を検索・抽出する仕組みの確立を目的とす

る。 

 

  

 

【方法】 

 

東北大学病院の SS-MIX2ストレージサーバに蓄積された SS-MIX2形式の診療情報を対象とし、標準化ストレージ

上の HL7ファイルから、情報を抽出するプログラムを試作する。さらに、ウェブアプリケーションとして情報を

抽出するプログラムを実装し、多数のファイルの中から情報を検索・可視化するプログラムを試作する。 

 

  

 

【結果・考察】 

 

SS-MIX2ストレージ中の HL7ファイルの抽出し、任意の患者の情報を、 JSON形式で情報を管理するプログラム

を実装した。 JSON形式でタグを付与して情報を管理し、検索や処理が容易に行うことができることを確認し

た。また、ウェブアプリケーション上で複数の患者の診療情報を可視化するプログラムを実装した。 MMWINの

SS-MIX2ストレージ上のテストデータを用いて実装したプログラムの正常性を確認するとともに、蓄積された情

報を表形式で抽出・一覧表示をすることができ、診療情報を容易に確認することができることを確認した。 

 

  

 

【まとめ】 

 

本稿では、 SS-MIX2ストレージ中の HL7ファイルからデータを抽出し、可視化するアプリケーションを試作

し、正常に動作することを確認した。現在は、必要な情報をオンデマンドで SS-MIX2ストレージからデータを抽

出するシステムとなっているが、抽出した情報をデータベース等に蓄積し、効率的に情報を抽出・可視化するシ

ステムの実現が今後の課題である。
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It is difficult to get medical information form SS-MIX2 used to share medical information among medical 

institutions, because it is complexly standardized. Here we develop python programs to get medical information easily 

from it. HL7 files have hierarchical structure of fields, and standardized storage of SS-MIX2 has an enormous amount 

of HL7 files hierarchically, so these make it difficult to know what information each field have and where HL7 file you 

want to get is in the storage. We devise an algorithm to find HL7 files from the storage and to convert HL7 files to 

JSON files whose information is tagged. Then, we make two python programs, using these algorithms. One of them is 

able to get all valid HL7 files form one patient, and convert and gather to one JSON files. This program makes it easier 

to search and process patient’s information. The other one is able to gather some information from many patients and 

put them into a table on WEB apprication. This program is useful when you compare patients and manage them. JSON 

files can be processed by database, however it is necessary to process HL7 more efficiently, because it takes more time.  

These two programs will help you to process and make use of SS-MIX2 and get information you want from a huge 

amount of complex information of SS-MIX2. 

Keywords: SS-MIX2, HL7, Data Extraction, Data Display, Database Management System. 

1.緒論 
医療分野における IT の発展に伴い、多くの医療機関にお

いて電子カルテシステムが導入され、膨大な医療情報が電子

的に蓄積されるようになった。蓄積された医療情報を医療機

関同士で共有・活用する地域医療連携への展開や臨床研究

への応用などが期待されている。これらを円滑に推進するた

め、医療機関の保持している診療情報を、標準化された形式

で蓄積・共有する、厚生労働省標準規格である SS-

MIX2(Standardized Structured Medical Information eXchange 

version.2)ストレージの利用が推進されている。 

 

2.目的 
SS-MIX2 のストレージには、標準化ストレージと拡張ストレ

ージの 2 つが存在する。標準化ストレージでは、患者基本情

報、病名、処方、注射、検体検査、生理検査などの限られた

種別の診療情報が標準化された形式で蓄積され、拡張ストレ

ージでは、様々な形式の診療情報が蓄積されている。SS-

MIX2 ストレージでは、HL7(Health Level Seven)形式や XML

形式からなる診療情報が記録された膨大なファイルがフォル

ダー構造で配置されており、SS-MIX2 の詳細なルールを理

解している IT技術者以外の人では、SS-MIX2ストレージから

診療情報を簡単に抽出・検索することは困難である。本稿で

は、SS-MIX2 ストレージに蓄積されている膨大なファイルの

中から、診療情報を容易に検索・抽出する仕組みを実現する

ことを目的としている。 

3.方法 
本稿では、東北大学附属病院の SS-MIX2 ストレージの標

準化ストレージに蓄積された診療情報を対象とし、標準化スト

レージの大部分を占める HL7 形式(図１)のファイルから、診

療情報を抽出・可視化するプログラムを Python というプログラ

ミング言語を用いて試作した。 

図 1 HL7 ファイルのテキストの例 

 

HL7 ファイルから診療情報を抽出するために、HL7 ファイ

ルの構造を解析し、検索可能な形に変換するプログラムを作

成した。 

HL7ファイルは、CSVファイルのように特定の文字を区切り

文字とする記述と、XML ファイルのように情報の複雑な階層

構造を表現できる性質を合わせ持ったテキストファイルである。 

HL7 ファイルはセグメント、フィールド、繰り返し、コンポー

ネントの 4層の階層を構成し、それぞれ「改行」、「|」、「~」、「＾」

を区切り文字として区切られている。各セグメントの最初のフィ

ールドにはセグメント名が付与されていて、フィールドの記録

 PID|0001||9999013||患者^太郎^^^^^L^I~カンジャ^ 

タロウ^^^^^L^P||19480405|M|||^^^^422-8033^JPN^ 

H^静岡県静岡市登呂１－３－５||^PRN^PH^^^^^^^^^ 

054-000-0000~^EMR^PH^^^^^^^^^03-5999-

9999|^WPN^PH^^^^^^^^^03-3599-

9993||||||||||||||||||| 

20111219121551(改行) 

PV1|0001|I|32^302^1^^^N||||220^医師^一郎^^^^^^ 

^L^^^^^I(改行) 

患者^太郎^^^^^L^I~ 

カンジャ^タロウ^^^^^L^P 

PIDセグメントの 6つ目のフィールド 

繰り返し１ 

繰り返し２ 

コンポーネント 
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内容を表す。各コンポーネントに記録されている情報の内容

は、セグメント名ごとに決まっている。また、HL7 ファイルにど

のセグメントが記録されるかは HL7 ファイルのメッセージ型に

よって決定する。メッセージ型は患者基本情報や入院予定、

処方オーダなど、診療情報の内容ごとに決められおり、SS-

MIX2標準化ストレージのデータ定義 1)と JAHIS（一般社団法

人 保健医療福祉システム工業会）データ交換規約 2)の定義

に従っている。そこで、これらの定義に従って、ファイル名や

セグメント名から各コンポーネントに記録されている内容を対

応させ、SS-MIX2 標準化ストレージのフォルダー構造から任

意の患者の診療情報を JSON(JavaScript Object Nation)形式

で出力する。（図 2） 

 

図 2 HL7 ファイルの JSON出力例 

 

抽出した情報を用いて、患者のすべての診療情報を JSON

ファイルに出力するプログラムを作成した。 

さらに、指定した患者 ID の範囲内のすべての患者を参照

し、特定の診療情報を抽出し、表として出力するウェブアプリ

ケーションとして実装した（図 3）。 

 

4.結果 
作成したプログラムを使って、東北大学病院および宮城県

地域医療連携システム MMWIN(Miyagi Medical and Welfare 

Information Network)に蓄積されている SS-MIX2 標準化スト

レージ上のテストデータを用いて試作したプログラムの正常

性を確認した。 

最初に、HL7 ファイルを解析し JSONファイルとして出力す

る仕組みは全てのテストデータで正常に機能した。HL7 ファ

イルに記録された全ての情報一つひとつに正しくタグを付与

することができていることを確認した。さらに、HL7 ファイルを

SS-MIX2 標準化ストレージのフォルダーの中から特定する仕 

図 3 ウェブアプリケーションのスクリーンショット 

上の 3枚が診療情報を抽出する設定画面、下の 1枚がテ

ストデータから診療情報を抽出した画面である。 

 

組みもテストデータのストレージに対して正常に動作すること 

を確認した。これによって、膨大な数のフォルダーとファイル

が存在する SS-MIX2 標準化ストレージから必要な情報が記

録されている HL7 ファイルを容易に抽出すことができること

が確認できた。 

 さらに、複数の患者の診療情報を表で可視化するウェブア

プリケーションを通して、患者氏名や生年月日など設定によ

ってさまざまな情報を抽出し一覧にすることができることを確

認した。 

以上より、東北大学病院および MMWIN の SS-MIX2 スト

レージ上のテストデータを用いて実装したプログラムの正常

性を確認するとともに、蓄積された情報を表形式で抽出・一

覧表示をすることができ、診療情報を容易に確認ができること

を確認した。 

 

5.考察 
複数の患者の診療情報を表で可視化することで、患者間

での診療情報の比較が可能となり、病院での患者の管理や

患者^太郎^^^^^L^I~ 

カンジャ^タロウ^^^^^L^P 
HL7 ファイル 

"PID": { 

"Patient Name": [ 

{ 

"Family Name": "患者",  

            "Given Name": "太郎",  

            "Name Type Code": "L",  

            "Name Representation Code": "I" 

        },  

        { 

            "Family Name": "カンジャ",  

            "Given Name": "タロウ",  

            "Name Type Code": "L",  

            "Name Representation Code": "P" 

        } 

    ],  

｝ 

JSON ファイル 
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臨床研究などに応用できると考えられる。また、HL7 ファイル

を JSONファイルとして出力することが可能となることで人が直

接見て意味が読み取れるだけでなく、MongoDBをはじめとす

る NoSQL を処理できるソフトウェアに取り込むことでさらに簡

単に診療情報の検索や処理することが期待される。しかしな

がら、HL7 ファイルの複雑な階層構造は JSON 形式になった

としても扱いやすいものではないため、この階層構造を容易

に処理するたる仕組みを引き続き検討している。また、患者

一人の診療情報全てを JSON ファイルで出力することができ

たが、一人の患者の診療情報は通院が長くなるほど膨大にな

るため、ファイルの参照方法や HL7 ファイルの解析方法や処

理の効率化が必要である。 

 

6.結論 
本稿では、SS-MIX2 ストレージ中の HL7 ファイルからデー

タを抽出し、可視化するアプリケーションを試作し、正常に動

作することを確認した。現在は、必要な情報をオンデマンドで

SS-MIX2 ストレージからデータを抽出するシステムとなってい

るが、抽出した情報をデータベース等に蓄積し、効率的に情

報を抽出・可視化するシステムの実現が今後の課題である。 
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